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（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

〇土、デンプンのりを用いて土の中の微生物

の働きを確かめるための実験計画を生徒個

人で立案する。

〇個人で立案した実験計画について、４人ご

との班で意見交換し、班で一つの計画を立

案する。

□実験計画を立案させることで、生徒が学習の見

通しをもてるようにする。

□実験計画の立案の場面では、個人で考えさせる。

□個人で考えた実験計画について、４人ごとの班で

意見交換させることで、生徒の考えをより妥当な

ものにさせる。

□安全性の確保や適切な実験器具の使用と操作によ

る事故防止に留意し、各班の実験計画を確認する。

その際、試薬は適切に取り扱い、廃棄物は適切に

処理するなど、環境への影響などにも十分配慮す

る。

〇土の中の微生物がデンプンを分解すること

を確認する実験を行う。

□実験器具や指示薬などは、生徒が自由に使えるよ

うにしておく。

□落ち葉や土などを入れた液には、菌類、細菌類が

含まれており、環境に影響を及ぼす恐れがあるた

め、煮沸してから決められた場所に廃棄するよう

にさせる。

◆微生物の働きを調べるためのよりよい方法を立案

し、見通しをもって実験をしている。         【思①】

〈イ　環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度〉

□デンプンの変化については時間がかかるため、次

時に結果を確認させる。

〇次時までに、身の回りの菌類や細菌類など

の微生物の働きについて情報通信ネットワ

ークなどで調べる。

□下水処理場や発酵食品など身の回りで微生物の働

きを利用している事例を調べさせる。

８ 学習のつながり

  

９ 外部人材、地域資源等の活用

○農協で働く方や農家の方に、有機農法や無農薬栽培についての聞き取り調査を行う。

10 ホームページ等の資料

〇東京都下水道局 https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/index.html

○農林水産省 https://www.maff.go.jp/

・良質たい肥の生産と利用の促進について

https://www.maff.go.jp/tokai/seisan/tikusan/manure/pdf/manure191019_3.pdf

【理科】

小学校６年「生物と環境」

「生物と環境」 本単元

「生物の体のつくりと働き」

「科学技術と人間」

【社会科】

〔地理的分野〕

「世界の諸地域」

〔公民的分野〕

「国民の生活と政府の役割」

土の中の微生物がどのような働きをする
のか確かめる

【技術・家庭科（家庭分野）】

「食生活」

１ 単元の目標等

（１）目標

（２）単元について

単元の導入では、学習したことを社会生活に結び付ける思考を促すようにする。そこ

で、熱中症を一つの例に夏季スポーツイベントの開催者の立場に立った予防策を議論さ

せ、思考を深める授業展開を行う。

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３ 環境教育で育成する主な資質・能力（ＥＳＤの視点）

  【ケ 自ら進んで環境の保護・保全に参画しようとする態度（進んで参加する態度）】

我々が直面しつつある問題に対して、議論や活動に主体的に参加し、自ら進んで環境

への適応に向けた実践を行おうとする態度を育成する。

４ 環境教育で対象とする主な内容（ＥＳＤの構成概念）

  【Ｈ 生活様式の見直し（責任性）】

夏季スポーツイベントの開催を機に、熱中症対策や気候変動対策例を基に、行動様式

を考え、環境とバランスを取り、適応しようとする視点を扱う。

中学校保健体育科（保健分野） 第３学年 ＊令和２年度までは第２学年で実施

「身体の環境に対する適応能力と至適範囲」

〇身体の環境に対する適応能力・至適範囲について理解することができるようにする。

〇身体の環境に対する適応能力・至適範囲に関わる事象や情報から課題を発見し、疾病

等のリスクを軽減したり、生活の質を高めたりすることなどと関連付けて解決方法を

考え、適切な方法を選択し、それらを伝え合うことができるようにする。

〇健康と環境について、課題の解決に向けた学習活動に自主的に取り組むことができる

ようにする。

①身体の環境に対する適応

能力・至適範囲について、

課題の解決に向けた学習

活動に自主的に取り組も

うとしている。

①身体の環境に対する適応能

力・至適範囲に関わる事象や

情報から課題を発見し、疾病

等のリスクを軽減したり、生

活の質を高めたりすることな

どと関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。

①身体には、環境に対してある程度ま

で適応能力があること、また、身体

の適応能力を超えた環境は、健康に

影響を及ぼすことがあることについ

て、言ったり、書き出したりしている。

②快適で能率のよい生活を送るための

温度、湿度や明るさには一定の範囲

があることについて、言ったり、書

き出したりしている。
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６ 学習指導計画（２時間）

時 ○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

１

時
本

環境への適応能力とその限界について

〇身体の適応能力とその限界について理解す

る。

〇熱中症を例に、各グループで夏季スポーツ

イベント開催時の開催者側に立った予防策

を考える。

〇グループで考えた予防策をまとめ、学級全

体に発表する。

〇学習を踏まえ、自分なりの行動様式をまと

める。

□身体には、調節機能と一定の範囲内での環

境に適応する能力があることに気付くこと

ができるようにする。

□適応能力の限界を超えると健康に重大な影

響を及ぼすことがあることに気付くことが

できるようにする。

□予防策を考えさせる際に、時間や場所など

の限定的な要件は取り除いて考えることが

できるようにする。

□熱中症のどのような要因に着目したかを明

確にし、発表ができるように促す。

□発表を踏まえ自分の生活様式を考えること

ができるようにする。

◆身体には、環境に対してある程度まで適応能

力があること、また、身体の適応能力を超え

た環境は、健康に影響を及ぼすことについて、

言ったり、書き出したりしている。

【知①】

◆身体の環境に対する適応能力に関わる事象や

情報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽

減したり、生活の質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考え、適切な方法を

選択し、それらを伝え合っている。

              【思①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

啓発、人的能力及び制度機能を改善することにつながっていく。また、（目標 12）持続

可能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識をもつようにする

ことにつながっていく。

５ 主なＳＤＧｓとの関連

（目標７）安価かつ信頼できる現代的エネルギーサー

ビスへの普遍的アクセスを確保しつつ、（目標 13）気候

変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、

２

温熱条件や明るさの至適範囲

〇快適に勉強ができる部屋の条件をグループ

で考え、条件別に分ける。

〇温度、湿度、明るさなどの至適範囲を理解

する。

〇至適範囲を超えた中での影響について理解

する。

〇学習を踏まえ、自分なりの行動様式をまと

める。

□ＫＪ法を用いたグループでの協議を設定す

る。

□至適範囲は学習や作業及びスポーツ活動の

種類によって異なることに気付くことがで

きるようにする。

□至適範囲を超えると、学習や作業の能率や

スポーツの記録の低下が見られることに気

付くことができるようにする。

□今後の自分の生活様式を考えられるように

する。

◆快適で能率のよい生活を送るための温度、

湿度や明るさには一定の範囲があることに

ついて、言ったり、書き出したりしている。

             【知②】

◆身体の環境に対する適応能力の至適範囲に

ついて、課題の解決に向けた学習活動に自

主的に取り組もうとしている。             【態①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

７ 本時の展開例（１/２時間）

（１）本時の目標

（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

適応能力とその限界について知ろう

〇身体には、暑さや寒さにある程度まで適応する能

力があるが、限界を超えると、健康に影響を及ぼ

すことがあることを理解する。

〇他の適応能力について、自己の経験等から考え、

理解する。

〇夏季スポーツイベントの開催者の立場に立って、

熱中症の予防策を選手及び観戦者の立場からグル

ープで考える。

□金栗四三氏の資料からストックホルム大会

での様子を理解させ、本時の導入を行う。

□変温動物と恒温動物の違いから、人間は体

温を保とうとする能力があるが、限界を超

えると死に至ることもあることを説明する。

□気温の変化、明るさのほか、酸素濃度等に

も触れるようにする。

□ＳＤＧｓを説明し、目標の達成が地球規模

の課題解決になることを説明する。

□東京2020大会時の熱中症予防に関わる取組

について説明する。

身体には、環境に対してある程度まで適応能力があること、また、身体の適応能力を

超えた環境は、健康に影響を及ぼすことについて言ったり、書き出したりするとともに、

身体の環境に対する適応能力について、課題を発見し、解決方法を考え、適切な方法を

選択し、それらを伝え合うことができる。

〇金栗四三氏の資料から、オリンピックストックホ

ルム大会においてマラソン選手である金栗氏を苦

しめた原因について考え、本時の流れを理解する。
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６ 学習指導計画（２時間）

時 ○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

１

時
本

環境への適応能力とその限界について

〇身体の適応能力とその限界について理解す

る。

〇熱中症を例に、各グループで夏季スポーツ

イベント開催時の開催者側に立った予防策

を考える。

〇グループで考えた予防策をまとめ、学級全

体に発表する。

〇学習を踏まえ、自分なりの行動様式をまと

める。

□身体には、調節機能と一定の範囲内での環

境に適応する能力があることに気付くこと

ができるようにする。

□適応能力の限界を超えると健康に重大な影

響を及ぼすことがあることに気付くことが

できるようにする。

□予防策を考えさせる際に、時間や場所など

の限定的な要件は取り除いて考えることが

できるようにする。

□熱中症のどのような要因に着目したかを明

確にし、発表ができるように促す。

□発表を踏まえ自分の生活様式を考えること

ができるようにする。

◆身体には、環境に対してある程度まで適応能

力があること、また、身体の適応能力を超え

た環境は、健康に影響を及ぼすことについて、

言ったり、書き出したりしている。

【知①】

◆身体の環境に対する適応能力に関わる事象や

情報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽

減したり、生活の質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考え、適切な方法を

選択し、それらを伝え合っている。

              【思①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

啓発、人的能力及び制度機能を改善することにつながっていく。また、（目標 12）持続

可能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識をもつようにする

ことにつながっていく。

５ 主なＳＤＧｓとの関連

（目標７）安価かつ信頼できる現代的エネルギーサー

ビスへの普遍的アクセスを確保しつつ、（目標 13）気候

変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、

２

温熱条件や明るさの至適範囲

〇快適に勉強ができる部屋の条件をグループ

で考え、条件別に分ける。

〇温度、湿度、明るさなどの至適範囲を理解

する。

〇至適範囲を超えた中での影響について理解

する。

〇学習を踏まえ、自分なりの行動様式をまと

める。

□ＫＪ法を用いたグループでの協議を設定す

る。

□至適範囲は学習や作業及びスポーツ活動の

種類によって異なることに気付くことがで

きるようにする。

□至適範囲を超えると、学習や作業の能率や

スポーツの記録の低下が見られることに気

付くことができるようにする。

□今後の自分の生活様式を考えられるように

する。

◆快適で能率のよい生活を送るための温度、

湿度や明るさには一定の範囲があることに

ついて、言ったり、書き出したりしている。

             【知②】

◆身体の環境に対する適応能力の至適範囲に

ついて、課題の解決に向けた学習活動に自

主的に取り組もうとしている。             【態①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよ

うとする態度〉

７ 本時の展開例（１/２時間）

（１）本時の目標

（２）本時の展開

○主な学習活動
□主な支援  ◆主な評価

〈環境教育で育成する主な資質・能力〉

適応能力とその限界について知ろう

〇身体には、暑さや寒さにある程度まで適応する能

力があるが、限界を超えると、健康に影響を及ぼ

すことがあることを理解する。

〇他の適応能力について、自己の経験等から考え、

理解する。

〇夏季スポーツイベントの開催者の立場に立って、

熱中症の予防策を選手及び観戦者の立場からグル

ープで考える。

□金栗四三氏の資料からストックホルム大会

での様子を理解させ、本時の導入を行う。

□変温動物と恒温動物の違いから、人間は体

温を保とうとする能力があるが、限界を超

えると死に至ることもあることを説明する。

□気温の変化、明るさのほか、酸素濃度等に

も触れるようにする。

□ＳＤＧｓを説明し、目標の達成が地球規模

の課題解決になることを説明する。

□東京2020大会時の熱中症予防に関わる取組

について説明する。

身体には、環境に対してある程度まで適応能力があること、また、身体の適応能力を

超えた環境は、健康に影響を及ぼすことについて言ったり、書き出したりするとともに、

身体の環境に対する適応能力について、課題を発見し、解決方法を考え、適切な方法を

選択し、それらを伝え合うことができる。

〇金栗四三氏の資料から、オリンピックストックホ

ルム大会においてマラソン選手である金栗氏を苦

しめた原因について考え、本時の流れを理解する。
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□仲間のよりよい提案を受けて、自分の実践

可能な生活様式をまとめるように指示する。

◆身体には、環境に対してある程度まで適応

能力があること、また、身体の適応能力を

超えた環境は、健康に影響を及ぼすことが

あることについて、言ったり、書き出した

りしている。

◆身体の環境に対する適応能力に関わる事象

や情報から課題を発見し、疾病等のリスク

を軽減したり、生活の質を高めたりするこ

となどと関連付けて解決方法を考え、適切

な方法を選択し、それらを伝え合っている。

８ 学習のつながり

  

９ 外部人材、地域資源等の活用

〇公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の暑さ対策に関す

る取組を聞く。

〇各自治体におけるスポーツイベントを主催する部署等に熱中症対策に関する取組を聞く。

10 ホームページ等の資料

〇文部科学省×学校安全 熱中症関連情報

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/heatillness/index.html

・環境省 熱中症予防情報サイト http://www.wbgt.env.go.jp/

〇金栗四三生家記念館 http://www.kanakurishiso.jp/

金栗四三 日本人初のオリンピック選手

【保健体育科（保健分野）】

「健康と環境」

・身体の環境に対する適応能力と至適範囲

本単元

・生活に伴う廃棄物の衛生的管理

・個人の健康を守る社会の取組

【社会科】

「私たちと国際社会の諸課題」

【技術・家庭科（家庭分野）】

「消費生活・環境についての課題と実践」

【知①】

              

【思①】

〈ケ　自ら進んで環境の保護・保全に参画しよう

とする態度〉

【理科】

「生物の体のつくりと働き」

日本が初めて参加した明治 45（1912）年の第５回オリンピックは、スウェーデンの首都
「ストックホルム」で開催されました。日本選手団は嘉納治五郎が団長を務め、金栗四三（マ
ラソン）と三島弥彦（短距離走）の２名が参加しました。開催地までは、船とシベリア鉄
道を経由して、17日間にも及ぶ長旅でした。
そして、いよいよマラソン当日。しかし、金栗は長距離移動や異国の慣れない環境等

による疲れに加え、当日の酷暑のために 26～ 27キロ付近で意識不明となり落伍となりま
した。出場者 68名中、完走は半分の 34名。亡くなる者も出るような過酷なレースでした。

コラム

〇グループで話し合ったことをグループごとにミニ

ホワイトボード等にまとめ、発表する。他のグル

ープからの質疑を受ける。

〇これまでの学習を振り返り、自分なりの今後の生

活様式を考える。

１ 題材の目標等

（１）目標

（２）本題材について

２ 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３ 環境教育で育成する主な資質・能力（ＥＳＤの視点）

【イ 環境に興味・関心をもち、自ら関わろうとする態度（つながりを尊重する態度）】

材料と加工の技術の見方・考え方を働かせ、より安全な生活を目指し、実践的・体験

的な活動を通して、生活や社会で利用されている材料と加工の技術についての基礎的な

理解を図り、それらに係る技能を身に付け、材料と加工の技術と安全な生活や社会との

関わりについて理解を深めるとともに、生活の中から材料と加工の技術と安全に関わる

問題を見いだして課題を設定する力、安全な生活や社会の実現に向けて、適切かつ誠実

に材料と加工の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。

本題材は、第１学年の最初に行うガイダンスで、３年間で学ぶ技術分野全体の概略に

ついて指導した後、生活や社会で使用されている製品がどのような材料や加工の技術に

よって作られているか、また環境負荷を考慮してどのような取組を行っているかを簡単

な製作を通して知ることで、技術の見方・考え方に気付かせる題材である。

授業では、開発者・生産者が、利便性や生産性等を求めるだけでなく、トレードオフ

の視点で限りある資源を有効に活用していることや、現在では環境負荷についての問題

解決の取組を計画的に行っていることを知る。また、その後の製作を通して、ＳＤＧｓ

の理解を深め、中学校卒業時には、社会の発展や変化による新たな環境問題が、様々な

技術革新によって解決されていることに気付くようにしていく。そしてよりよい生活の

実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫して創造しようとす

る実践的な態度の育成を目指す。

材料の種類や特徴を知るとともに、製作を通して、製品に使用する材料は様々な用途

によって使い分けられていることに気付き、その環境負荷も考慮した材料と加工の技術

を適切に評価しようとする態度を育成できるようにする。

①生活や社会で利用されている材料と

加工の技術についての科学的な原

理・法則や基礎的な技術の仕組み及

び、材料と加工の技術と安全な生活

や社会との関わりについて理解して

いる。

①生活の中から材料と加工の技術と安全

に関わる問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、実践を評価・改

善し、表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けている。

①安全な生活や社会の実現

に向けて、課題の解決に

主体的に取り組んだり、

振り返って改善したりし

ている。

中学校技術・家庭科（技術分野）

第１学年「生活や社会を支える材料と加工の技術」




